
研究の動機 
 生物の創傷治癒に興味を持ち，治療薬が傷の治りにどのように影響するかに 
 ついて研究してみたいと考えた。ヒトを被験者にするのは難しいため，非常に 
 再生能力の高いプラナリアを用いることにした。  
 創傷治癒に使われる身近な薬品が，プラナリアの創傷治療や再生現象にど 
 のような影響を与えるかを調べる。 
 

本実験 
 
目的：各溶液がプラナリアに与える影響をより詳しく調べ数量化し考察する。 
 
 
 
 スクロース 

考察 
 ・スクロースは細胞毒性がないにもかかわらず再生芽の形成を遅らせた。その仕組  
  みについては全く不明である。 
 ・イソジンの有効成分のポピドンヨードから放出されるヨウ素とオロナインの有効成  
  分のクロルヘキシジングルコン酸塩は細胞毒性があるため，再生に必要な細胞を  
  殺し，再生を遅らせたと考えられる。 
 ・イソジンの影響は，再生芽の形成で強く表れ，オロナインの影響は眼の形成で強く  
  表れる。これは両者の作用の仕組みが異なることを示唆する。 
 ・イソジンの再生芽形成への影響は，早い段階でオロナインより強く表れるが，その  
  後すぐ回復している。これはヨウ素が気化して減少したことも考えられる。 

プラナリアとは？ 
脳を持つ動物として最も単純な構造をしている。 

一般的に，日本中の比較的綺麗な河川・湧水地にみられ，石や枯れ葉などの
裏に張り付いている。 
水生昆虫などを摂食している。 

体中に未分化な細胞があるため，体が切れても失った部位を再生することが
できる。 
無性生殖の場合，自ら分裂する。 
 
 
 
再生の過程 
 
 
 
 
 
 
傷口が黒く収縮              再生芽の形成    眼の再生 
  切断直後                  約４日目     約８日目 
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107 倍希釈 

10６ 倍希釈 105倍希釈 
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結果：再生芽の形成は，水と比べて大幅に遅れた。またその影響は，濃度が高
いほど大きく表れた。 
眼の再生は，高濃度では遅れた。 

考察：有効成分のポピドンヨードから放出されるヨウ素が再生に影響したと考え
られる。 
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結果：再生芽形成は濃度が高いほど遅くなった。 

眼の形成は水と比べて大幅に遅れが出た。また，濃度が高くなるほど眼の形成
が遅れた。 
再生芽形成より眼の形成への影響が大きい。 
考察：有効成分のクロルヘキシジングルコン酸塩の影響が考えられる。 

眼の形成は脳の形成に伴って起こるので，薬品の脳形成への影響があったこと
が考えられる。 

      耳葉の形成 

   再生部分の着色 
約９日から１９日目 

再生完了！ 
約２０日目 

再生芽形成率 眼形成率 

再生芽形成率 

再生芽形成率 眼形成率 

眼形成率 

予備実験 
目的：身近な薬品がプラナリアの再生にどう影響するかを調べる本実験のため 
     に，本実験で使う薬品とその濃度を決める 
 
 
 
 
 
 

各薬品の使用目的 
 身近な薬品が与える再生への影響を調べたかったので，身近な薬品を 
   テーマとしその中でも創傷治癒に効果がありそうな薬品を選んだ。 

結果：再生芽の形成は水と比べると遅れた。 
眼の形成でほとんど影響が見られなかった。 
考察：スクロース1.0mg/ml の浸透圧は，動物細胞の浸透圧より低い 
→浸透圧によるものではないと考えられる。 

オロナイン液 

イソジン液 

 溶液 個体 
１２日目 

の生存
率 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

＜水＞ 

A１ 
○ △ 

１００％ A２ 
○ △ 

A３ 
○ △ 

＜アロエエキス＞ 
  10⁵倍希釈 

B１ 
○ △ 

３３％ B２ 
○ × 

B３ 
× 

  10³倍希釈 

C１ 
○                                                  △ 

３３％ C２ 
× 

C３ 
○ × 

  10倍希釈 

D１ 
○ △ 

１００％ D２ 
○ △ 

D３ 
○ △ 

 溶液 個
体 

経過日数 １２日目の
生存率 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

＜水＞ 

A１ 
○ △ 

１００％ A２ 
○ △ 

A３ 
○ △ 

＜スクロース＞ 
 1.0×10⁻２ 

             

ｍｇ/ｍｌ 

E１ 
○ △ 

１００％ E２ 
○ △ 

E３ 
○ △ 

1.0ｍｇ/ｍｌ 

F１ 
○ △ 

６７％ F２ 
○ △ 

F３ 
○ × 

  10２ｍｇ/ｍｌ 

G１ 
× 

０％ G２ 
× 

G３ 
× 

アロエエキス スクロース 

 溶液 個体 

経過日数 １２日目
の生存率 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

＜水＞ 

A１ 
○ △ 

１００％ A２ 
○ △ 

A３ 
○ △ 

＜イソジン＞
1.0×10⁻³ 

mg/ml 

H１     ○   ×       

０％ H２       ○       × 

H３       ○       × 

1.0×10⁻¹ 
     mg/ml 

I１ ×               

０％ I２ ×               

I３ ×               

1.0×10mg/ml 

J１ ×               

０％ J２ ×               

J３ ×               

イソジン液 

 溶液 
個
体 

経過日数 １２日
目の 

生存
率 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１
０ 

１
１ 

１
２ 

＜水＞ 

A１ 
○ △ 

１０
０％ 

A２ 
○ △ 

A３ 
○ △ 

＜オロナイン＞
10⁵倍希釈 

K１     ○     △             

１００% K２       ○     △           

K３       ○               △ 

10³倍希釈 

L１       ○               × 

０% L２       ○   ×             

L３       ×                 

10倍希釈 

M１ ×                       

０% M２ ×                       

M３ ×                       

オロナイン液 

※ ○・・・再生芽形成 △・・・眼形成 ×・・・死滅 を表す 

予備実験を踏まえ，薬品をスクロース・イソジン・オロナインに絞り，それぞ
れ予備実験よりも濃度を薄めた。 

薬品 影響 

アロエエキス 皮膚組織の細胞を活性化させ，自然治癒力を向上させる
働き 

スクロース 肉芽形成の促進 

イソジン液 殺菌，消毒 

オロナイン液 殺菌，消毒。刺激が少ない 

 収縮が緩む 
 約２日目 
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